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 　CLILとは，Content and Language Integrated Learning（内容重視型教授法）の略であり，内容
と語学の両方を組み合わせる言語学習アプローチである。欧州評議会（Council of Europe）が，
多言語化政策の中で，「母語＋2カ国語」（the 1＋2 principle）のヨーロッパ市民を育成するため







































要求される。以下に3つの言語（Language of learning, language for learning and language through 
learning）について説明する。 




 　Language for Learningは，学習を進める際に必要となる言語スキルを指す。CLILでは，特定
の語彙や文法を学生に習得させることが最終的な目標ではない。学生がグループワーク，ディベー
ト，プレゼンテーションといった様々な課題を行う上で必須となる機能的言語スキルを身につけ
ることが必要となる。CLILの効果的な学習のためには language for learningは最も重要な言語ス
キルと言える。 
 　Language through learningは，上記二つをもとに，学習者が課題を行いながら身につける言語
能力を指す。学習者が学んだ内容について話したり，書いたりすることで理解が深まり，より高
度な言語能力を身につけることができるとする学習観からなっており，CLILで身につける能力






かけなくてはいけない（Coyle, Hood, & Marsh, 2010）。CLILでは，改良されたBroom’s taxonomy




































































Favorably affected Unaffected or Indefinite
Receptive skills
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